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大
正

年
９
月

旧
忠
魂
碑
建
立
異
聞

10

『
鎮
魂
』
か
ら
の
抜
粋
・
編
集

＊
注
：
現
在
、
中
央
児
童
公
園
に
あ
る
忠
魂
碑
は
、
昭
和

年
９
月
９
日
に
除
幕
式
を

48

行
い
ま
し
た
。
大
正

年
に
建
立
し
た
忠
魂
碑
の
台
座
が
損
傷
し
た
た
め
、
碑
の
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主
柱
（
碑
石
）、
玉
石
台
（
台
石
）
は
そ
の
ま
ま
活
か
し
、
台
座
を
全
面
的
に

取
り
替
え
ま
し
た
。

（
略
）
碑
は
明
治
の
末
期
あ
た
り
か
ら
、
既
に
木
製
の
碑
（
桂
の
大
木
で

尺
の
も
の
）
が
現
在
の
場

18

所
に
建
っ
て
い
て
、
時
折
、
藤
田
さ
ん
（
床
屋
）
と
い
う
達
筆
家
が
書
き
替
え
を
し
て
は
祀
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
大
正
９
年
頃
に
な
り
、
腐
食
の
た
め
倒
れ
て
し
ま
い
、
翌

年
に
当
時
の
在
郷
軍
人
会
常
呂
分

10

会
長
岸
留
吉
氏
、
常
呂
青
年
会
長
小
林
千
代
松
氏
が
中
心
と
な
っ
て
再
建
に
つ
い
て
協
議
、
検
討
を
し
て
、

資
金
的
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
在
郷
軍
人
会
、
労
力
奉
仕
は
青
年
会
が
、
ま
た
、
土
地
及
び
庶
務
的
問
題

は
大
柿
村
長
が
相
談
を
受
け
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
期
成
会
が
で
き
、
い
よ
い
よ
着
手
し
た
の
が
大
正

年
の
５
月
で
し
た
。

10
碑
文
は
大
柿
村
長
を
通
じ
て
、
当
時
の
旭
川
第
七
師
団
長
内
野
辰
次
郎
中
将
に
依
頼
さ
れ
た
。
内
野
中

将
は
日
本
の
師
団
長
の
中
で
は
三
筆
豪
の
一
人
と
言
わ
れ
た
達
筆
家
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

碑
の
設
計
及
び
碑
文
の
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
越
前
（
今
の
福
井
県
）
若
杉
の
人
で
、
上
杉
商
店
の
石
倉

造
り
を
し
た
石
工
頭
領
の
笈
田
小
太
郎
氏
に
一
式
請
け
負
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、工
事
の
手
元
工
は
、

青
年
会
か
ら
毎
日
４
～
５
名
の
使
役
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
略
）
英
霊
は
郷
土
の
人
た
ち
で
す
か
ら
、
郷
土
産
の
石
材
を
使
っ
て
碑
石
、
台
座
を
造
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
笈
田
頭
領
を
先
頭
に
村
内
の
石
探
し
が
始
ま
り
、
現
在
の
小
峰
沢
、
５
番
地
の
沢
、
オ
キ

ザ
ル
（
豊
浜
）
、
ポ
ン
ト
マ
リ
（
常
呂
港
付
近
）
周
辺
ま
で
毎
日
腰
弁
当
で
探
し
に
出
か
け
た
が
、
ど
こ

へ
行
っ
て
も
石
質
が
悪
く
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
断
念
し
ま
し
た
。

一
方
、
村
内
の
石
探
し
と
は
別
に
、
郡
境
付
近
に
住
ん
で
い
た
山
崎
さ
ん
（
通
称
ゲ
ン
コ
ツ
山
崎

一
説
に
は
四
斗
酒
樽
の
鏡
を
ゲ
ン
コ
ツ
で
抜
い
た
と
い
う
豪
傑
）と
い
う
方
が
こ
の
辺
の
地
理
に
詳
し
く
、

能
取
岬
に
あ
る
の
が
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
急
遽
そ
れ
に
決
定
し
た
。
（
現
在
の
能
取
岬
分
校
跡

の
前
浜
か
ら

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
東
寄
り
）

200

当
時
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
物
は
陸
送
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
舟
輸
送
以
外
に
な
く
、
岸
分
会
長

は
安
部
豊
次
郎
さ
ん
に
相
談
を
し
た
。
当
時
、
安
部
さ
ん
は
「
安
部
艀
部
」
と
称
し
、
艀
荷
役
業
を
営
ん

で
お
り
、
大
艀
４
隻
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
安
部
さ
ん
と
岸
さ
ん
は
親
交
が
深
く
、「
ヨ

シ
」
そ
れ
で
は
艀
に
舟
頭
を
つ
け
て
貸
す
と
い
う
こ
と
に
決
ま
り
、
貸
し
賃
は
一
切
無
料
、
そ
の
他
に
ロ

ー
プ
、
滑
車
な
ど
必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば
お
使
い
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

が
、
さ
て
こ
れ
を
能
取
岬
か
ら
曳
航
す
る
船
は
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
時
、
常
呂
と

網
走
間
の
定
期
連
絡
船
で
あ
っ
た
大
正
丸
が
良
か
ろ
う
と
な
り
。船
主
の
山
本
栄
吉
氏
に
交
渉
し
た
結
果
、

快
く
承
諾
し
て
も
ら
い
、
輸
送
問
題
は
解
決
。



- 2 -

運
搬
の
日
取
り
は
、
６
月
中
頃
の
凪
の
日
と
決
ま
り
、
艀
舟
の
舟
頭
は
多
田
留
吉
さ
ん
が
艫
櫂
（
と
も

が
い
）
を
操
り
、
現
在
の
商
工
会
の
裏
あ
た
り
に
荷
揚
げ
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
初
、
忠
魂
碑
と
聖
徳
太
子
碑
は
同
じ
場
所
に
建
っ
て
い
た
が
、
後
年
、
聖
徳
太
子
碑
は
天
龍

寺
の
住
職
が
寺
の
護
り
神
に
し
た
い
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
現
在
の
天
龍
寺
に
移
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

碑
石
は
こ
う
し
て
決
ま
っ
た
が
、
台
石
は
笈
田
さ
ん
が
、
ポ
ン
ト
マ
リ
の
善
助
澗
（
現
在
の
常
呂
港
東

防
波
堤
か
ら
東
寄
り

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
場
所
で
、
そ
の
昔
、
秋
月
善
助
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
頭
の
漁
場

200

で
あ
っ
た
）
で
発
見
し
た
。

や
は
り
輸
送
は
艀
で
、
当
時
、
木
材
の
流
送
、
艀
木
材
荷
役
を
営
ん
で
い
た
小
笠
原
三
平
氏
か
ら
ポ
ン

艀
（
小
型
の
艀
の
意
）
を
借
り
、
岸
さ
ん
他
６
人
く
ら
い
の
人
が
乗
り
込
み
、
あ
と
数
人
は
陸
路
を
た
ど

り
、
積
み
込
み
を
手
伝
っ
た
。

（
略
）
台
石
は
無
事
に
ポ
ン
艀
に
積
み
込
ま
れ
、
善
助
澗
を
出
帆
し
た
の
は
昼
過
ぎ
ᵁ
（
略
）
何
と
か

常
呂
へ
着
い
た
も
の
の
川
へ
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
旦
オ
キ
ザ
ル
の
荷
上
場
に
下
ろ
さ
れ
た
。
こ
れ
を

海
岸
か
ら
道
路
の
あ
る
平
地
ま
で
引
き
揚
げ
る
の
に
神
楽
桟
（
人
力
巻
上
機
）
を
据
え
つ
け
、
大
勢
の
人

で
巻
き
上
げ
、
土
橇
に
乗
せ
た
石
を
コ
ロ
を
敷
き
な
が
ら
オ
キ
ザ
ル
か
ら
弁
天
を
通
り
、
旧
常
呂
橋
を
渡

っ
て
、
本
通
り
、
大
通
り
を
経
て
現
在
の
場
所
の
下
ま
で
１
日
、
翌
日
、
坂
の
下
か
ら
上
に
揚
げ
る
の
に

ま
た
半
日
か
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

（
略
）
こ
う
し
て
い
る
内
に
内
野
中
将
の
碑
文
が
届
き
、
笈
田
頭
領
指
揮
の
下
に
青
年
た
ち
は
台
座
の

基
礎
工
事
に
着
工
、
笈
田
頭
領
は
碑
文
を
碑
石
に
刻
み
、
い
ざ
建
立
と
な
っ
た
の
は
９
月
の
中
頃
に
な
っ

た
と
言
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
細
長
い
碑
石
を
半
円
形
の
自
然
石
の
台
座
に
垂
直
に
立
て
る
の
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
、

現
場
の
指
揮
を
安
部
豊
次
郎
さ
ん
が
と
る
こ
と
に
な
り
、
安
部
さ
ん
は
「
こ
の
仕
事
は
非
常
に
危
険
を
伴

う
仕
事
だ
か
ら
、
す
べ
て
を
俺
に
任
せ
て
他
の
者
は
一
切
口
を
出
す
な
！
」
と
前
置
き
し
、
在
郷
軍
人
会
、

青
年
た
ち
合
わ
せ
て

～

人
集
ま
っ
た
人
の
指
揮
を
と
り
、
無
事
完
成
し
た
と
言
わ
れ
、
方
法
は
、
桟

40
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木
を
組
み
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
ロ
ー
プ
を
ダ
ブ
ル
に
し
て
、
神
楽
桟
で
吊
り
上
げ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

当
時
、
サ
ン
ナ
シ
の
木
が
生
い
茂
り
、
狐
が
遊
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
る
現
在
の
場
所
を
切
り
開
い
て
入

魂
式
を
兼
ね
て
落
成
式
の
会
場
を
作
り
、
役
場
か
ら
の
酒
と
紅
白
の
餅
で
落
成
式
が
行
わ
れ
た
の
は
９
月

の
末
近
く
、
お
互
い
「
良
か
っ
た
良
か
っ
た
」
の
連
発
で
手
を
取
り
合
っ
て
喜
ん
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。


